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　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

① 正倉院宝物に学
ぶ

共著

① 東大寺戒壇院と
正倉院宝物

単著

「正倉院宝物と鑑真和上」を執
筆。鑑真が盛唐後期の美術様式
を伝えたことを正倉院宝物に
よって具体的に明らかにした。
pp.170-189

天平創建の戒壇院を、正倉院宝
物から美術史的に復元し、その
特質を明らかにした。pp.23-37

概　　　　　　　要
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取得学位

最終学歴

美術史学会、文化財保存修復学会

古代・中世における新様式形成と中国美術の受容

1975年3月神戸大学大学院文学研究科芸術学芸術史専攻修士課程修了

文学修士

（学術論文）

（著書）

現在の専門分野

著書､学術論文等の名
称

所属学会

研究課題

仏教美術史

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名
称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

①奈良県桜井市報恩寺所蔵仏像調査
②栃木県大田原市雲巌寺所蔵仏像調査
③奈良県天理市長林寺所蔵仏像調査

　2005年度から破損した木造四天王立像４体について、美術史的、保存科学的調査を実施し
ている。これは文化財の歴史的位置づけにはじまり、修復完成に至るまでのすべてを実践的
に体験学習することを目標としている。
　今年度は引き続き各像の作風、技法、図像の調査研究と参考作例の収集、比較検討を行っ
た。
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文化審議会専門委員
奈良県文化財保護審議会委員
正倉院伎楽面修理委員会委員
公開講座 （5月）山辺文化会議総会記念講演「正倉院宝物のみかた」、（8月）奈良歴史地理
の会「正倉院の屏風」、（8月）奈良市登美ヶ丘南公民館講座「唐招提寺から西大寺へ」、
（10月）なら奈良館世界遺産講座「唐招提寺の仏たち」、（11月）東京奈良県人会文化交流
会「仏像に見る奈良平城京の時代」、（12月）奈良大学上方文化講座「正倉院宝物の魅力と
謎」、（2月）ならまち文化講座「海を渡ってきた正倉院宝物」
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『日本仏教史におけ
る東大寺戒壇院』法
蔵館


